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◆【開通による主な効果】 
那覇空港自動車道 豊見城東道路の全線 4 車線開通により、交通事故等による全面通行止めが解消。 

また、全線 4 車線開通により対面通行が解消し安全性が向上。 

【安全性の向上】 

・全線 4 車線開通に伴い、交通事故等による全面通行止めが解消。 

・全線 4 車線開通により、対面通行が解消し安全性が向上。 

【交通円滑化】 

・本線の混雑が緩和し、西原 JCT～豊見城・名嘉地 IC 間の所要時間が約 3 割（約 4 分）短縮。 

・全線 4 車線開通後、西原 JCT～豊見城・名嘉地 IC 間を 10 分以内で通行可能になり速達性、定時性が向上。

【観光振興】 

・那覇空港と本島内の観光地のアクセス性が向上。所要時間が那覇空港～許田 IC まで豊見城東道路暫定 2 

車線開通時（平成 20 年時）と比較して、約 1 割（約 7 分）短縮。 

・所要時間の短縮により、北部地域での観光周遊性が向上するなど地域経済の好循環に貢献。 

◆【事業概要】 
豊見城東道路は、那覇空港と沖縄自動車道を結ぶ一般国道 506 号那覇空港自動車道の一部を形成してお

り、豊見城市名嘉地から南風原町山川までの延長 6.2km の自動車専用道路です。 

 本島北部及び中南部から那覇空港までの、定時性、速達性を確保するとともに都市部の交通混雑の緩和と

沿道環境の改善を図ることを目的とする道路です。 

◆【事業の経過】 
○平成 15 年 4 月 26 日 

豊見城 IC～南風原南 IC 間 

2 車線暫定開通 

 

○平成 20 年 3 月 22 日 

豊見城・名嘉地 IC～豊見城 IC 間 

2 車線暫定開通（全線暫定 2 車線開通） 

 

○平成 26 年 3 月 31 日 

豊見城 IC～南風原南 IC 間 

4 車線開通 

 

○平成 27 年 3 月 3 日 

豊見城・名嘉地 IC～豊見城 IC 間 

4 車線開通（全線 4 車線開通） 
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道路の全線4車線開通の効果
～全線 4 車線開通により通行の安全性が大幅に向上～ 

【問い合わせ先】 

沖縄総合事務局 南部国道事務所  副  所  長  上原
うえはら

  啓
ひろ

文
ふみ

（内線204） 

調査第一課長  新垣
あらかき

 康
やす

明
あき

（内線451） 
電 話：０９８－８６１－２３３６（代表） 
ＦＡＸ：０９８－８６１－２４５４ 

ホームページ：http://www.dc.ogb.go.jp/nankoku/ 

記 者 発 表 資 料

発 表 後 の 取 扱 自 由

延長 6.2km 

設計速度 80km/h 

道路規格 第1種第3級 

沖縄アウトレット
モールあしびなー

開通前：平均13.2分

開通後：平均9.6分豊見城ＩＣ

豊見城・名嘉地ＩＣ

平成27年3月3日
完成4/4車線開通

豊見城東道路

南風原南ＩＣ

平成20年3月22日
暫定2/4車線開通

延長6.2ｋｍ

平成26年3月31日
完成4/4車線開通

平成15年4月26日
暫定2/4車線開通

（
自
）
豊
見
城
市
名
嘉
地

（
至
）
南
風
原
町
山
川

那覇空港

延長2.7ｋｍ 延長3.5ｋｍ
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4車線開通前

（暫定2車線）

4車線開通後

全面通行止め回数（回）

内閣府 沖縄総合事務局 南部国道事務所 1 

○暫定2車線開通時は、通行車両の事故や故障により、全面通行止めが発生した
が、全線4車線開通後、全面通行止めは解消。（表1、図1、写真1） 
○暫定2車線開通時は、対向車線への逸脱等が発生する恐れがあったが、4車線
開通により対面通行が解消し安全性が大幅に向上。（図2、写真2） 

▼図2 利用者の声 

豊見城東道路 全線開通によるストック効果 

全線４車線開通前後の通行止め実績 

全線４車線開通前（暫定２車線時）の通行止め状況 

全線4車線開通により交通事故等による、 
全面通行止めが解消。 
対面通行の解消により安全性が大幅に向上。 

一般財団法人沖縄観光
コンベンションビューロー 

豊見城東道路は片側1車線時は遅い車がある
と危険であったが、現在は2車線になりスムー
ズで安全性が向上している。 
（平成27年8月24日） 

No 年月日 通行止め
時間 事象 通行止め区間 

① H21.5.5 
(火) 

17:10～
18:40 

車両事故（単独） 
[トンネル内] 

南風原南IC 
～名嘉地IC 

② H21.9.14 
(月) 

21:40～
22:49 

車両故障による火
災[トンネル内] 

南風原南IC 
～名嘉地IC 

③ H23.1.4 
(火) 

9:30～
10:32 

車両故障による火
災[金良（下り）] 

南風原南IC 
～名嘉地IC 

④ H25.1.28 
(月) 

8:15～
9:25 

車両事故 
[トンネル内] 

名嘉地IC 
～豊見城IC 

▼表1 全線4車線開通前（暫定2車線時）の通行止め実績 

▼写真1 全面通行止めの状況（表1.③H23.1.4） 

 9：27 
通行車両が故障
し、車両から出火   

 9：30 
消防による消火
作業のため全面

通行止め   

出典：南部国道事務所資料 

▼図1 全線4車線開通前後の通行止め実績 

全線4車線開通後は 
全面通行止めが解消 

  4車線開通前 
  （暫定2車線） 
  ［H20.3.22～ 
    H27.3.31］ 

  4車線開通後 
  ［H27.4.1～ 
    H27.10.1］ 

▼写真2 道路の開通形態（豊見城市上田付近） 

至西原JCT 

至那覇空港 

至那覇空港 

至西原JCT 

H20年3月22日  
暫定2車線開通 

H27年3月3日  
全線4車線開通 

至西原JCT 

至那覇空港 
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▼図6 豊見城東道路の全線4車線開通による西原JCTから
豊見城・名嘉地ICまでの所要時間の変化 

約3割 
（約4分）
短縮 

約4分間 

約12分間 
速達性 
・定時性
が向上 

沖縄アウトレット
モールあしびなー 

開通前：平均13.2分 

開通後：平均9.6分 豊見城ＩＣ 

豊見城・名嘉地ＩＣ 

平成27年3月3日   
完成4/4車線開通 

豊見城東道路 

南風原南ＩＣ 

平成20年3月22日  
暫定2/4車線開通 

延長6.2ｋｍ 

平成26年3月31日   
完成4/4車線開通 

平成15年4月26日   
暫定2/4車線開通 

（
自
）
豊
見
城
市
名
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地 

（
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南
風
原
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山
川 

○豊見城東道路のH26・27年の4車線開
通により混雑が緩和（図3～5、写真
3） 
○全線４車線開通により、豊見城・名
嘉地IC～西原JCT間を約10分以内で通
行することが可能となり、速達性・定
時性が向上。（図6） 

 
豊見城東道路の交通状況の変化 

内閣府 沖縄総合事務局 南部国道事務所 

豊見城東道路 全線開通によるストック効果 

全線4車線開通に伴い本線の混雑が緩和。 
速達性・定時性が向上。 

▼写真3 南風原南ICにおける交通状況の変化 

2 

至空港 

至西原JCT 

至西原JCT 

至空港 

沖縄アウトレット
モールあしびなー 

▼図5 利用者の声 

撮影日：平成25年12月4日（水） 

至那覇空港 

至西原JCT 

撮影日：平成27年10月7日（水） 

至那覇空港 

至西原JCT 

豊見城東道路

那覇市
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▼図4 全線4車線開通前後の交通量の変化 

豊見城・名嘉地IC
～豊見城IC

豊見城IC
～南風原南IC

4車線時の 
交通容量 

（44,000台/日） 

   
容量超過 
⇒混雑発生 

   
容量内 

⇒混雑緩和 

全線4車線開通前 
（H25.10）（暫定2車線） 

全線4車線開通後 
（H27.5） 

2車線時の 
交通容量 

（14,000台/日） 

豊見城東道路は全線4車線開通後、
豊見城ICの混雑が解消され、非常に
走りやすくなった印象がある。 
（平成27年9月4日） 

出典： 民間プローブデータ（4車線開通前：平成25年4月～7月、 
                   4車線開通後：平成27年4月～7月） 
 

那覇空港 

840

0

0 200 400 600 800 1000

4車線開通前

（暫定2車線）

4車線開通後

渋滞長（m）

出典：渋滞の定義を20ｋｍ/ｈとし、旅行速度調査より算出[18時台の比較］ 
調査日：4車線開通前［H25.11.27（水）］、4車線開通後［H27.5.20（水）］ 

▼図3 南風原南ICにおける渋滞の延長の変化 
  （那覇空港向け） 

4車線開通前 
（暫定2車線） 

4車線開通後 

渋滞長（ｍ） 

当該箇所の
渋滞が解消 

出典：（交通量）交通量調査結果・CCTV画像よりの読取[平日] 
    （交通容量）道路構造令の第1種第3級の設計基準交通量 

延長2.7ｋｍ 延長3.5ｋｍ 

開通前：平均13.2分 

開通後：平均9.6分 
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豊見城東道路

4車線開通前

（暫定2車線）

豊見城東道路

4車線開通後

空港と観光地のアクセス性が向上。 
観光振興による地域経済の好循環に貢献。 

3 内閣府 沖縄総合事務局 南部国道事務所 

○豊見城東道路の全線4車線開通により、那覇空港から許田ICまでの所要時間が約1割
（約7分）短縮し、那覇空港と本島内の観光地のアクセス性が向上。（図7・8） 
○所要時間の短縮により、北部地域での観光周遊性が向上するなど、地域経済の好 
 循環に貢献。（図9・10） 

空港～北部地域への移動時間の短縮 

バス会社 

▼図8 利用者の声 

豊見城東道路 全線開通によるストック効果 

海洋博公園 今帰仁城跡

古宇利オーシャンタワー

やんばる亜熱帯の森

道の駅 許田

辺戸岬

大浦湾マングローブ

慶佐次湾のヒルギ林

福地ダム(カヌー体験)

安波ダム

（湖面遊覧）

ヤンバルクイナ

生態展示学習施設

道の駅 おおぎみ

道の駅 ゆいゆい国頭

国頭村

名護市

東村
大宜味村今帰仁村

本部町

▼図9 北部地域の観光施設 

観光周遊性が向上   

観光産業への影響 

那覇空港 

許田IC 

移動ルート 

約1割 
（7分）短縮 

▼図7 那覇空港から許田ICの所要時間の変化 

（使用データ） 
・全線4車線開通前：旅行速度調査結果（調査日：平成20年12月4日（水）混雑時）を用いて算出 
・全線4車線開通後：平成27年4～6月の民間プローブデータの平日混雑時間帯の速度を用いて算出     

（分） 

▼図10 利用者の声 

タクシー会社 

空港への送迎時間が読めるので、観光地
の滞在時間にゆとりができました。 
（平成26年10月） 

レンタカー会社 

豊見城東道路が全線4車線開通し、渋滞
が緩和したことで利用客の返却遅れが減
少しました。 
（平成27年8月20日） 

那覇空港から沖縄自動車道へのアクセスが良くな
りました。また、定期観光バスのルートを、那覇空
港自動車道を使用するルートに変更しました。 
（平成27年10月17日） 

豊見城東道路 
全線4車線開通前 

（暫定2車線） 

豊見城東道路 
全線4車線開通後 
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